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話題

• ７・１３新潟豪雨による被害と評価

• 水防災について



７・１３水害－その１－
刈谷田川中之島破堤



７・１３水害－その２－
刈谷田川破堤地点



７・１３水害－その２－
流された妙栄寺



７・１３水害－その３－
ごみ、ごみ、ごみ



７・１３水害－その４－
倒壊した家屋



栃尾雨量観測所（気象庁）における
年最大日雨量の推移

雨量が非常に大きい。昭和36年の1．2倍



雨量の時空間分布

しかも、雨量が短期間に集中して
いる。最大48時間雨量の半分前
後が6時間に集中して降っている。
また、空間的にも狭い範囲に集中
して降っている。



７・１３豪雨の位置付け
今町地点上流域での流域平均雨量として1 日雨量を「信濃川水系刈谷田川総合
開発事業計画書（昭和47 年7 月）」で使用した手法（石原・高瀬）で確率評価
すると、1 日雨量399.1 ㎜は、概ね再現期間220年の大雨となる。

「７．１３新潟豪雨洪水災害調査委員会報告書」により

防災力は向
上したが、計
画以上（100
年一度）の豪
雨で防ぎき
れなかった。

昭和36年８．５豪雨：　栃尾日雨量342mm（７・１３豪雨では栃尾日雨量431mm）、

　　　人的被害：死者27人、負傷者181人

　　　住家被害：全壊288、流出10、半壊666、床上浸水16997、床下浸水58862　　　　



短時間雨量の再現期間

栃尾周辺に
再現期間
200年以上
の雨の範囲
が広がって
いることが分
かる。



河川計画：再現期間って何

再現期間というのはある規模を超える洪水が一回起こる平均年数である。

正確に言うと、毎年洪水がこの規模を超える確率の逆数である。

　　　　　再現期間：　　100年　　　　 　　　毎年起こる確率　　　1/100

人生80年に再現期間100年以上の大洪水に遭う確率：

毎年合わない確率 ＝１－１/１００＝０．９９
80年合わない確率 ＝０．９９ｘ０．９９ｘ・・・ｘ０．９９　　（80回）
　　　　　　　　　　　　 ＝0.45
一度以上合う確率 ＝１－合わない確率
　　　　　　　　　　　　 ＝１－０．４５
　　　　　　　　　　　　 ＝０．５５



洪水防御の考え方と現状
計画再現期間

刈谷田川：100年

ハード対策

整備水準
ハード対策：

　　ダム、堤防、遊水地など

洪水の規模

ソフト対策ハード整備とソフト対策

ソフト対策

•行政、地域、個人の防災対策

•助け合い（ボランティア、地域間協力、、、）

•情報伝達

•防災教育

•技術開発による防災力の向上



ハード対策：
ダム：洪水対策には有効である。初期コストが高い。環境へのインパクトが大きい。

堤防：延長が長いために、管理が難しい。

遊水地：あまり多くは設置されていない。総合的な治水対策の一環として考慮すべ
きであろう。

刈谷田ダム



流出解析モデル

見附 本明 栃尾

塩谷川

西谷川
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ダムありとダムなしの結果

栃尾地点流出量
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本明地点流出量
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見附地点流出量
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行政の防災対策：国、県、地方の連携

県平成16年度水防計画(案)

自治体でも水防計
画、洪水対策マニュ
アルを作成すべし

三条市には洪水対
策マニュアルがあ
りませんでした。



行政の防災対策：国、県、地方の連携
現　　　　　　象 TIME 対　　　　　　　策

7/12(月）
長岡・三条地域　大雨注意報・洪水注意報・雷注意報（気新） 17:07

7/13（火）
0:00
1:00
2:00
3:00 3:30 国土交通省注意体制（内）

長岡・三条地域　大雨注意報・洪水注意報・雷注意報（気新） 4:37 4:00
5:00

長岡・三条地域　大雨警報・洪水警報・雷注意報（気新） 6:29 6:00
6:30 国土交通省警戒体制（内）

7:00
栃尾市田巻渕で警戒水位を上回る（見） 8:00 8:00 8:00 刈谷田川ダム　洪水警戒体制（県）

長岡・三条地域　大雨警報・洪水警報・雷注意報（気新） 8:21
栃尾市田巻渕で警戒水位を上回る（見） 9:00 9:00

栃尾市田巻渕・見附市今町大堰で警戒水位を上回る（見） 10:00 10:00 10:00 刈谷田川水防警報発令（県）

10:30 新潟県梅雨前線豪雨災害警戒本部設置（消）

栃尾市田巻渕・見附市今町大堰で警戒水位を上回る（見） 11:00 11:00 11:00
新潟地方気象台災害対策本部設置（消）　見附市災害対策本部設
置（見）

11:07
避難勧告発令　（見）　避難勧告発令（見附市　232世帯）
（消）

長岡・三条地域　大雨警報・洪水警報・雷注意報（気新） 11:30

11:45
消防庁が災害対策室設置（第1次応急体制）（消）　内閣府情報対
策室設置（消）

11:56
消防庁が仙台市消防局及び東京消防局に対し、緊急消防援助隊
（指揮支援部隊）の待機を要請（消）

栃尾市田巻渕・見附市今町大堰で警戒水位を上回る（見） 12:00 12:00

12:07

避難指示発令（見附地区：約2500世帯、今町地区：約2500世
帯）（見）　避難指示発令（刈谷田川流域の5232世帯　11：07
の避難勧告から切替）（消）

町屋地区右岸越水（見） 12:43
大田町左岸決壊 100m（見） 12:45

12:50 刈谷田川ダム　ただし書き操作1時間前（県）

中之島町中之島地内破堤（見） 12:52頃

栃尾市田巻渕・見附市今町大堰で警戒水位を上回る（見） 13:00 13:00 13:00
文部科学省、災害情報連絡室を設置（内）　農水省、省内関係局庁
の連絡体制整備（内）

中之島町左岸破堤　19日応急復旧完了（内） 13時頃 13:00 赤十字社、新潟県支部災害救護実施対策本部設置（赤）

中之島町は災害対策本部を設置した情報が見当たら
ない。午前10時すぎに刈谷田川が警戒水位を超えた
ことから、消防団や役場職員による監視体制を強化



行政の防災対策：国、県、地方の連携

国、県と自治体の対応に差があり、双方向の
緊密な連携が早期警戒につながる。



技術開発による防災力の向上

洪水予測

降水量予測

ハザードマップの作成など

五十嵐川、刈谷田川では、降雨のピークから破堤まで６－７
時間あり、洪水予報を行えば、数時間前に洪水規模の概略
を知ることができ、尊い命を救うことができた可能性が高い。

降雨予測と組み合わせればさらに予測時間が長くなります。



レーダーデータを用いた刈谷田川洪水の再現

刈谷田ダム

栃尾

本明

西谷川

塩谷川

見附



むすび

いつ、どんな水害が来るか分からない。

•河川計画で定められたハード対策
•先端技術に支えられた行政・地域・個
人の連携によるソフト対策

が万全な水防災システムの両輪である。


